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広報 人と自然が織りなす 心豊かな協働の村

　

５
月
15
日
、
村
営
野
球
場
で
開
催
さ
れ

た
中
学
校
体
育
祭
。
紅
白
両
組
団
に
別
れ

た
１
２
２
人
が
「
雲う

ん

外が
い

蒼そ
う

天て
ん　

奮ふ
ん

励れ
い

努ど

力り
ょ
く

」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
優
勝
を
目
指

し
て
全
力
で
ぶ
つ
か
り
合
い
ま
し
た
。（
写

真
は
応
援
合
戦
で
力
の
限
り
校
歌
を
歌
う

田
野
畑
就し

ゅ
う

君
＝
３
年
）　  

関
連
記
事
15
㌻

がんばろう！

田野畑

響
け  

届
け  

僕
ら
の
思
い
―

　

５
月
15
日
、
村
営
野
球
場
で
開
催
さ
れ

た
中
学
校
体
育
祭
。
紅
白
両
組
団
に
別
れ

た
１
２
２
人
が
「
雲う

ん

外が
い

蒼そ
う

天て
ん　

奮ふ
ん

励れ
い

努ど

力り
ょ
く

」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
優
勝
を
目
指

し
て
全
力
で
ぶ
つ
か
り
合
い
ま
し
た
。（
写

真
は
応
援
合
戦
で
力
の
限
り
校
歌
を
歌
う

田
野
畑
就し

ゅ
う

君
＝
３
年
）　  

関
連
記
事
15
㌻



2がんばろう！田野畑3 がんばろう！日本

たのはた児童館
子どもたちの元気な笑顔に包まれ

　

昨
年
10
月
か
ら
整
備
を
進
め
て

き
た
統
合
児
童
館
の
﹁
た
の
は
た

児
童
館
﹂
が
５
月
16
日
︑
開
館
し

ま
し
た
︒
３
月
11
日
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
予
定
よ

り
１
カ
月
半
遅
れ
の
開
館
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
︑
子
ど
も
た

ち
44
人
︵
３
歳
児
15
人
︑
４
歳
児

17
人
︑
５
歳
児
12
人
︶
の
元
気
な

声
が
響
き
渡
り
︑
少
し
だ
け
遅
い

春
の
訪
れ
を
迎
え
ま
し
た
︒

　

開
館
セ
レ
モ
ニ
ー
は
︑
園
児
︑

保
護
者
︑
来
賓
な
ど
約
１
０
０
人

が
見
守
る
中
で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
︒

会
場
は
開
館
を
祝
っ
て
温
か
い
拍

手
に
包
ま
れ
ま
し
た
︒
上
机
莞
治

村
長
は
あ
い
さ
つ
で
﹁
村
内
各
地

区
か
ら
集
ま
る
子
ど
も
た
ち
︒
村

の
復
興
の
た
め
に
頑
張
っ
て
く
れ

る
こ
と
を
信
じ
︑
大
き
く
育
て
て

い
き
た
い
﹂
と
話
し
ま
し
た
︒

　

セ
レ
モ
ニ
ー
に
引
き
続
き
行
わ

れ
た
入
園
式
︒
３
歳
児
の
15
人
は
︑

保
護
者
と
手
を
つ
な
い
で
入
場
︒

新
入
園
児
点
呼
で
は
︑
担
任
の
呼

名
に
元
気
良
く
﹁
ハ
イ
﹂
と
返
事

を
し
て
い
ま
し
た
︒
中
里
民
子
館

長
は
﹁
元
気
良
く
あ
い
さ
つ
を
す

る
と
︑
み
ん
な
が
気
持
ち
良
く
な

り
ま
す
︒
友
達
と
仲
良
く
遊
ん
で
︑

頑
張
り
ま
し
ょ
う
ね
﹂
と
入
園
を

歓
迎
︒
新
し
い
児
童
館
で
︑
新
し

い
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
︒

５月16日

　

た
の
は
た
児
童
館
は
︑
田
野
畑

中
の
旧
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
︵
松
前
沢

88
︱
２
︶
に
建
築
︒
木
造
平
屋
建

で
延
べ
床
面
積
５
４
９
・
37
平
方

メ
ー
ト
ル
︒
保
育
室
３
室
の
他
︑

遊
戯
室
︑
会
議
室
な
ど
を
備
え
て

い
ま
す
︒
総
事
業
費
は
１
億
５
千

万
円
︒
保
育
対
象
は
３
歳
か
ら
５

歳
ま
で
の
未
就
学
児
で
︑
定
員
は

60
人
︒
保
育
時
間
は
午
前
８
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で
︒
月
曜
日
か
ら

土
曜
日
︵
祝
日
︑
年
末
年
始
を
除

く
︶
の
保
育
で
す
︒

　

村
は
︑
平
成
17
年
度
か
ら
児
童

館
・
保
育
所
の
統
合
を
検
討
し
て

き
ま
し
た
︒
急
速
に
進
む
少
子
化

に
よ
っ
て
園
児
数
が
減
少
し
︑
集

団
保
育
は
年
々
難
し
く
な
る
状
態
︒

こ
れ
ま
で
の
６
施
設
は
建
築
後
約

40
年
が
過
ぎ
た
木
造
な
ど
︒
ト
イ

レ
な
ど
の
維
持
修
繕
は
限
界
の
状

態
で
︑
快
適
な
保
育
環
境
の
保
持

は
困
難
な
状
況
で
し
た
︒

　

児
童
館
を
統
合
す
る
こ
と
に
よ

り
︑
子
ど
も
た
ち
が
よ
り
良
い
環

境
で
集
団
生
活
を
経
験
で
き
ま
す
︒

時
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健
や

か
に
育
ち
︑
個
性
を
育
む
た
め
︑

よ
り
良
い
保
育
環
境
を
提
供
す
る

こ
と
が
統
合
の
目
的
で
す
︒

　

皆
さ
ん
も
︑
次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
成
長
を
温
か
く
見
守
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
︒

開館

開館を祝い上机村長や佐々木忠男村議会議長、きりん組（５歳児）の子どもたちなどがテープカット

りす組（３歳児）の子どもたちも先生に名前を呼ばれて「ハイ」と元気に返事 保護者と手をつないで入場

遊戯室

保育室

保育室

保育室相談室会議室職員室

更衣室

園児用
トイレ

納戸

物置

用具庫

用具庫

ステージ

男子・女子トイレ
多目的トイレ

調理室・配膳室

風除室
玄関

田野畑村立たのはた児童館
　田野畑村松前沢88-2
　☎34-2331　Fax34-2281
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平成22年度下半期

財 況状政

■特別会計予算の状況　　※端数処理の関係で、合計額に若干の差が出ます

区　　　分 予　算　額 収　入　済　額 支　出　済　額

国 民 健 康 保 険 会 計
事 業 勘 定 ５億5222万円 ４億3865万円 ４億6209万円

直 診 勘 定 １億4747万円 8963万円 １億3566万円

簡 易 水 道 会 計 9531万円 5755万円 6157万円

老 人 保 健 会 計 14万円 1万円 1万円

集 落 排 水 会 計 6571万円 1644万円 5456万円

下 水 道 会 計 3553万円 166万円 3105万円

介 護 保 険 会 計
事 業 勘 定 ３億9378万円 ２億8494万円 ３億4682万円

サ ー ビ ス 勘 定 150万円 137万円 65万円

後 期 高 齢 者 医 療 会 計 2801万円 1416万円 2544万円

合　　　計 13億1966万円 ９億 442万円 11億1785万円

■基金の状況
種　　別 増　減 合　　計

財政調整基金 １億1657万円 12億2214万円

収入証紙購入基金 0 100万円

村民研修基金 － 81万円 2462万円

ふるさと基金 1万円 671万円

村債管理基金 － 448万円 ３億0544万円

福祉基金 0 １億2894万円

土地開発基金 0 2572万円

福祉医療資金貸付基金 0 200万円

花笑みの村基金 － 7 1316万円

庁舎及び公共施設整備資金 4423万円 １億4667万円

田野畑むらづくり基金 253万円 1402万円

育英の森造成基金 0 182万円

下
半
期
の
財
政
状
況

一
般
会
計
の
予
算
額
は

38
億
４
９
５
０
万
円
に

　

22
年
度
下
半
期
の
一
般
会
計

予
算
額
は
︑
総
額
３
億
７
２
９

４
万
円
を
補
正
し
︑
38
億
４
９

５
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
︒
前

年
同
期
に
比
べ
11
億
11
万
円

︵
22
・
２
㌫
︶
の
減
額
と
な
っ

て
い
ま
す
︒

　

ま
た
︑
予
算
に
対
す
る
収
支

の
割
合
は
︑
収
入
が
32
億
２
６

８
４
万
円
で
83
・
８
㌫
︑
支
出

が
26
億
５
７
３
１
万
円
で
69
・

０
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

大
震
災
の
復
旧
復
興
に

１
億
２
千
万
円
の
補
正

　

補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
︑

災
害
救
助
費
︵
１
億
２
１
６
５

万
円
︶︑
住
み
よ
い
道
路
づ
く

り
事
業
︵
５
２
３
０
万
円
︶︑

乳
製
品
製
造
加
工
設
備
整
備
事

業
︵
３
９
３
０
万
円
︶︑
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業

地方交付税

県 支 出 金

国庫支出金

村 税

諸 収 入

地方譲与税

繰 入 金

そ の 他

公 債 費

そ の 他

総 務 費

教 育 費

商 工 費

消 防 費

衛 生 費

労 働 費

村 債

繰 越 金

民 生 費

農 林 水
産 業 費

土 木 費

21億1053万円
収入済額 予 算 額 収入済額予 算 額

0 １億 ２億 ３億 ４億 ５億 ６億 ７億 0７億 ６億 ５億 １億２億３億４億

予算額
収入済額

予算額
支出済額

※その他…利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡
所得割交付金、自動車取得税交付金、地方特例交付金、
交通安全対策特別交付金、分担金及び負担金、寄付金

※その他…災害復旧費、諸支出金、予備費

歳入 歳出一　 般　 会　 計
予 算 額   38億4950万円

収入済額   32億2684万円
（収入率   83.8％）

支出済額   26億5731万円
（支出率   69.0％）

議 会 費

2億3563万円

8903万円

2億 922万円

1億3931万円

7152万円

5626万円

3390万円

2095万円

2352万円

2154万円

2440万円

21億1053万円

4億1973万円

3億5250万円

2億9980万円

2億1113万円

1億9182万円

7152万円

5626万円

3390万円

2772万円

2510万円

2468万円

2482万円

8億2193万円 4億2652万円

6億1588万円 3億7376万円

5億6884万円 5億6834万円

5億6616万円 4億2072万円

3億9286万円 2億9184万円

2億8886万円 1億 2万円

1億8913万円 1億5585万円

1億6833万円 1億5853万円

1億6479万円 9439万円

4227万円 4157万円

4万円 4万円

3042万円 2575万円

地方消費税
交 付 金

財 産 収 入

　村は、皆さんに納めていただいた村税や国・県からの補助金などを財源にし
て、さまざまな事業を実施しています。平成22年度下半期（平成22年10月１日
～平成23年３月31日）の村予算の執行状況や村債の現在高などについてお知ら
せします。詳しい内容は総務課（☎34-2111　内線12）に問い合わせてください。

平成22年度

東日本大震災で大きな被害を受けた村沿岸部。懸命の復旧作業が毎日行われている（平井賀地区パノラマ合成写真・３月12日撮影）

※端数処理の関係で、合計に若干の差が出ます

■村債現在高の状況（平成23年３月31日現在）

普通債
33億3933万円

（69.7％）

その他
13億6095万円

（28.6％）

災害復旧債
8522万円
（1.7％）

総額
47億8550万円
（100.0％）

過疎対策
15億8090万円

（33.0％）

農林水産業
9億5035万円

（19.9％）

教育
５億5779万円

（11.7％）
土木
1億5786万円

（3.3％）

辺地対策
7854万円

（1.6％）

施設整備事業
1182万円
 （0.2％）

臨時財政対策
12億9979万円

（27.2％）

減税補てん
4381万円 （0.9％）

臨時財政特例
534万円 （0.2％）

臨時税収補てん
1201万円 （0.3％）

補助災害復旧
7360万円

（1.5％）

単独災害復旧
1162万円

（0.2％）

︵
村
道
田
野
畑
平
井
賀
線
他
・

３
８
２
９
万
円
︶
な
ど
と
な
っ

て
い
ま
す
︒

使用料及び
手 数 料

1億9103万円
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■平成23年度の予算規模 （単位：万円）

会　計　名 23年度 22年度 増減額 伸び率

一 般 会 計 32億8700 31億3200 1億5500 4.9％

特　
　

別　
　

会　
　

計

国民健康
保険会計

事　　業 5億1660 5億3521 －1861 － 3.5％

直　　診 1億4741 1億4840 －99 － 0.7％

簡 易 水 道 会 計 7752 7643 109 1.4％

老 人 保 健 会 計 0 17 －17 － 100.0％

集 落 排 水 会 計 5915 5676 239 4.2％

下 水 道 会 計 3259 3437 －178 － 5.2％

介護保険
会　　計

事　　業 4億9128 4億5093 4035 8.9％

サービス 273 80 193 240.2％

後 期 高 齢 者 医 療 会 計 2945 2677 268 10.0％

小　　　計 13億5673 13億2984 2689 2.0％

合　　　　　計 46億4373 44億6184 1億8189 4.1％

村議会だよりは広報編集委員会（委員長・熊谷隆幸議員）で編集したものです

３月
 村議会だより

む
ら
づ
く
り
の
推
進
事
業
等
と
な
っ

て
い
る
︒

〈
質
問
〉　

新
た
な
観
光
分
野
と
し
て

ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
検
討
し
て
い
る

が
推
進
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
︒

〈
村
長
〉　

平
成
22
年
度
に
専
門
の
方

の
協
力
を
得
て
海
洋
開
発
の
調
査
事

業
と
し
て
︑
海
岸
線
に
見
ら
れ
る
白

亜
紀
地
層
群
な
ど
地
質
や
地
形
︑
鉱

石
な
ど
が
学
術
的
に
貴
重
な
も
の
で

あ
る
こ
と
︑
観
光
素
材
と
し
て
す
ぐ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
こ
の
前
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
認
識
し
て
い
た
だ

い
た
︒
本
村
の
ジ
オ
の
素
材
を
活
用

し
︑
観
光
客
や
教
育
旅
行
の
誘
致
拡

大
に
つ
な
げ
る
た
め
︑
新
年
度
は
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
作
成
︑
エ
リ
ア
の

整
備
と
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
体
験
会

等
を
開
催
し
た
い
︒

〈
質
問
〉　

新
年
度
に
お
け
る
予
算
規

模
と
主
要
事
業
に
つ
い
て
伺
う
︒

〈
村
長
〉　

平
成
23
年
度
の
予
算
規
模

は
︑
一
般
会
計
32
億
８
７
０
０
万
円

と
な
っ
て
お
り
︑
前
年
度
当
初
予
算

比
で
４
・
９
％
の
増
︒
主
な
要
因
は
︑

下
閉
伊
北
区
域
の
農
用
地
総
合
整
備

事
業
負
担
金
の
一
部
償
還
に
よ
る
も

の
で
︑
繰
り
上
げ
償
還
す
る
こ
と
に

よ
り
過
疎
債
を
充
当
で
き
︑
将
来
的

な
財
政
負
担
は
軽
減
さ
れ
る
︒
主
要

事
業
は
︑
養
殖
漁
業
振
興
対
策
の
事

業
補
助
金
や
ア
カ
バ
ネ
病
の
予
防
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
の
補
助
金
︑
資
源
環

境
型
土
づ
く
り
事
業
︑
水
産
被
害
資

材
廃
棄
物
の
処
分
支
援
事
業
︑
緊
急

雇
用
対
策
事
業
等
︑
定
住
対
策
と
し

て
村
営
住
宅
の
整
備
事
業
︑
保
健
福

祉
対
策
と
し
て
︑
幼
児
と
疾
病
の
あ

る
高
齢
者
へ
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

等
の
各
種
予
防
接
種
や
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
全
額
補
助
︑

人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
︑
児
童
館
︑
保

育
園
の
完
全
無
料
化
︑
住
宅
介
護
者

の
慰
労
事
業
︑
高
齢
者
を
対
象
と
し

た
買
い
物
支
援
事
業
等
で
あ
る
︒
安

全
な
む
ら
づ
く
り
対
策
と
し
て
︑
自

主
防
災
組
織
の
育
成
事
業
︑
消
防
自

動
車
の
更
新
︒
社
会
基
盤
整
備
事
業

と
し
て
︑
田
野
畑
平
井
賀
線
の
改
良

舗
装
事
業
︑
沼
袋
田
代
線
の
改
良
舗

装
事
業
等
で
す
︒
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
対
策
と
し
て
︑
協
働
に
よ
る

〈
質
問
〉　

年
末
年
始
の
２
度
に
わ
た

る
大
型
低
気
圧
︑
更
に
は
大
雪
に
よ

り
農
業
︑
林
業
︑
漁
業
︑
畜
産
施
設

等
に
多
大
な
被
害
が
発
生
し
た
が
︑

被
害
額
と
支
援
対
策
に
つ
い
て
伺
う
︒

〈
村
長
〉　

大
部
分
が
水
産
関
係
の
被

害
︒
現
段
階
で
の
被
害
額
は
︑
漁
業

被
害
の
大
型
定
置
網
２
カ
統
の
漁

網
︑
小
型
定
置
３
カ
統
︑
磯
建
網
等

流
出
︑
併
せ
て
被
害
額
２
億
７
千
万

円
︒
養
殖
施
設
等
の
被
害
額
は

１
億
９
３
０
５
万
円
︒
漁
船
の
流
出

等
が
４
９
０
万
円
︒
標
識
灯
等
の
破

損
等
が
︑
５
５
８
万
円
︒
水
産
総
額

の
被
害
額
が
４
億
７
３
５
３
万
円
と

な
っ
て
い
る
︒
農
業
は
︑
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
の
一
部
破
損
︑
牛
舎
の
倒
壊

１
棟
で
農
業
被
害
額
２
１
２
万
７
千

円
︒
支
援
対
策
と
し
て
は
︑
養

殖
施
設
の
被
災
状
況
の
調
査
補
助

で
︑
ア
ン
カ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
等
調
査
に

２
０
０
万
円
︑
航
路
標
識
の
復
旧
事

業
費
補
助
１
８
０
万
円
︒
大
型
定
置

網
１
カ
統
当
た
り
６
９
５
万
円
︑
小

型
定
置
網
１
カ
統
当
た
り
２
２
０
万

円
︑
磯
建
網
１
カ
統
当
た
り
25
万
円

と
い
う
助
成
を
考
え
て
い
る
︒

一
般
質
問

佐
々
木　

芳よ

し

利と

し 

議
員

次
ペ
ー
ジ
へ
続
く

議
決
し
た
主
な
議
案
等

●
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

医
師
及
び
歯
科
医
師
の
定

年
年
齢
を
70
歳
に
引
き
上
げ

●
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

一
定
の
非
常
勤
職
員
に
つ

い
て
︑
子
の
養
育
の
事
情
に

応
じ
１
歳
に
達
す
る
日
か
ら

１
歳
６
か
月
に
達
す
る
日
ま

で
の
間
で
育
児
休
業
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と

●
村
道
路
線
の
認
定
に
関
し

議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
　

沼
袋
７
号
線
︑
袋
森
線
︑

大
芦
北
線
３
路
線
を
新
た
に

村
道
に
認
定

●
村
長
及
び
副
村
長
の
給
与

等
の
減
額
に
関
す
る
条
例

　

給
与
月
額
の
減
額
及
び
寒

冷
地
手
当
の
支
給
︵
支
給
し

な
い
︶
に
つ
い
て
規
定

●
田
野
畑
村
手
数
料
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

平
成
23
年
度
予
算
を
審
議
す
る
第

３
回
定
例
村
議
会
は
平
成
23
年
３
月

９
日
か
ら
開
か
れ
︑
23
年
度
一
般
会

計
予
算
ほ
か
６
特
別
会
計
予
算
を
中

心
に
︑
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど
23

議
案
に
加
え
︑
議
会
開
会
中
の
３
月

11
日
に
発
生
し
た
津
波
に
よ
り
沿
岸

の
住
宅
及
び
公
共
施
設
等
が
壊
滅
的

な
被
害
が
発
生
し
た
こ
と
に
よ
り
議

員
に
よ
る
東
北
地
方
・
太
平
洋
沖
地

震
災
害
対
策
特
別
委
員
会︵
委
員
長
・

上
村
繁
幸
議
員
︑
副
委
員
長
・
熊
谷

隆
幸
議
員
︶
を
設
置
し
日
程
を
１
日

繰
り
上
げ
全
議
案
を
可
決
し
14
日
に

閉
会
し
た
︒

　

な
お
︑
平
成
23
年
度
に
か
か
る
一

般
会
計
予
算
な
ど
関
連
議
案
は
全
議

員
構
成
に
よ
る
予
算
特
別
委
員
会

︵
委
員
長
・
鈴
木
隆
昭
議
員
︑
副
委

員
長
・
熊
谷
隆
幸
議
員
︶
に
付
託
し

て
審
議
し
た
も
の
︒
又
一
般
質
問
に

は
佐
々
木
芳
利
議
員
・
中
村
勝
明
議

員
・
熊
谷
隆
幸
議
員
の
３
名
が
登
壇

し
当
面
す
る
村
政
の
問
題
に
つ
い
て

質
問
し
た
︒

平
成
23
年
度
当
初
予
算
を
可
決

一
般
会
計
予
算
32
億
８
７
０
０
万
円
（
４
・
９
％
の
伸
び
）

　

自
動
車
の
臨
時
運
行
の
許

可
の
申
請
に
対
す
る
審
査
に

係
る
臨
時
運
行
許
可
申
請
手

数
料
を
１
件
に
つ
き
７
５
０

円
と
す
る

●
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

平
成
21
年
10
月
１
日
か
ら

平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
の

暫
定
措
置
と
し
て
︑
出
産
育

児
一
時
金
支
給
額
を
35
万
円

か
ら
39
万
円
に
引
き
上
げ
て

い
た
が
︑
こ
れ
を
恒
久
化
す

る
こ
と

●
田
野
畑
村
堆
肥
処
理
施
設

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

菌
床
の
収
集
運
搬
料
及
び

処
理
料
に
つ
い
て
規
定

●
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設

の
総
合
整
備
計
画
の
策
定
に

関
し
議
決
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

　

田
代
辺
地
に
係
る
総
合
整

備
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に

関
し
︑
辺
地
に
係
る
公
共
的

施
設
の
総
合
整
備
計
画
の
た

め
財
政
上
の
特
別
措
置
等
に

関
す
る
法
律
に
よ
る
公
共
施

設
の
整
備
を
す
る
た
め

副
委
員
長

熊
谷
隆
幸
議
員

委
員
長

鈴
木
隆
昭
議
員

予
算
特
別
委
員
会

中
村　

勝か

つ

明あ

き 

議
員

〈
質
問
〉　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

か
わ
る
新
し
い
高
齢
者
医
療
制
度
の

公
費
負
担
割
合
を
把
握
し
て
い
た
ら

示
さ
れ
た
い
︒

〈
村
長
〉　

高
齢
者
の
医
療
制
度
の
改

革
会
議
の
最
終
案
と
い
う
よ
う
な
も

の
し
か
現
在
の
と
こ
ろ
は
手
に
入
っ

て
い
な
い
︒
こ
の
概
要
は
︑
第
１
段

階
と
し
て
75
歳
以
上
の
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
で
あ
る
高
齢
者
や
被
扶
養
者
は
被
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・
財
政
調
整
基
金
積
立
金
１
１
１
４

万
２
千
円
追
加

・
平
井
賀
漁
港
マ
イ
タ
ー
ゲ
ー
ト
改

修
工
事
費
３
７
０
万
円
減
額

・
住
み
よ
い
道
路
づ
く
り
改
良
舗
装

等
工
事
費
３
７
０
万
円
追
加

〈
承
認
第
６
号
〉
平
成
22
年
度
老
人

保
健
特
別
会
計
補
正
予
算︵
第
３
号
︶

　

年
度
末
に
至
り
︑
老
人
保
健
特
別

会
計
の
廃
止
に
伴
う
精
算
処
理
の
た

め
所
要
の
補
正
予
算
︒
主
な
も
の
は
︑

次
の
と
お
り

・
繰
出
金
２
千
円
追
加

〈
承
認
第
７
号
〉
平
成
23
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
︵
第
１
号
︶

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
津
波
の

発
生
に
伴
う
︑
災
害
救
助
費
等
に
つ

い
て
予
算
補
正
︒
主
な
も
の
は
︑
次

の
と
お
り

・
災
害
救
助
費
関
係
臨
時
雇
賃
金
等

８
２
５
０
万
３
千
円
計
上

・
災
害
等
廃
棄
物
処
理
事
業
関
係

１
億
２
７
０
０
万
円
計
上

・
漁
港
施
設
災
害
復
旧
起
重
機
船
借

上
料
２
４
５
０
万
円
計
上

〈
承
認
第
８
号
〉
平
成
23
年
度
簡
易

水
道
特
別
会
計
補
正
予
算︵
第
１
号
︶

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
津
波
の

発
生
に
伴
う
︑
羅
賀
及
び
島
越
簡
易

水
道
施
設
の
仮
復
旧
経
費
︒
主
な
も

の
は
︑
次
の
と
お
り

・
簡
易
水
道
施
設
仮
復
旧
修
繕
業
務

委
託
料
３
３
４
万
３
千
円
計
上

●
専
決
処
分
し
た
事
件
９
件
を
承
認

〈
承
認
第
１
号
〉
田
野
畑
村
村
税
条

例
の
一
部
改
正
す
る
条
例

・
国
民
健
康
保
険
税
の
基
礎
課
税
額

に
係
る
課
税
限
度
額
を
51
万
円
に
︑

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
に
係

る
課
税
限
度
額
を
14
万
円
に
︑
介
護

納
付
金
課
税
額
に
課
税
限
度
額
を

12
万
円
に
引
き
上
げ

〈
承
認
第
２
号
〉
平
成
23
年
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
及
び
津
波
に
よ
り

特
に
必
要
と
な
っ
た
廃
棄
物
処
理
に

関
す
る
事
務
の
岩
手
県
へ
の
委
託

〈
承
認
第
３
号
〉
平
成
22
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
︵
第
13
号
︶

・
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
津
波
の

発
生
に
伴
う
災
害
救
助
費
等
に
１
億

１
２
１
２
万
７
千
円
計
上

〈
承
認
第
４
号
〉
平
成
22
年
度
簡
易

水
道
特
別
会
計
補
正
予
算︵
第
４
号
︶

・
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
津
波
の

発
生
に
伴
う
羅
賀
及
び
島
越
簡
易
水

道
施
設
の
仮
復
旧
費
委
託
料
に
１
２

２
４
万
９
千
円
計
上

〈
承
認
第
５
号
〉
平
成
22
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
︵
第
14
号
︶

　

年
度
末
に
至
り
︑
地
方
揮
発
油
譲

与
税
等
の
歳
入
が
確
定
し
た
こ
と
に

伴
い
所
要
の
予
算
補
正
︒
主
な
も
の

は
︑
次
の
と
お
り

第
４
回
臨
時
会

４
月
26
日
開
会

〈
承
認
第
９
号
〉
平
成
23
年
度
集
落

排
水
特
別
会
計
補
正
予
算︵
第
１
号
︶

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
津
波
の

発
生
に
伴
う
︑
平
井
賀
及
び
島
越
漁

業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
災
害
復
旧

費
等
経
費
︒
主
な
も
の
は
︑
次
の
と

お
り

・
手
数
料
１
４
８
万
８
千
円
追
加

・
漁
業
集
落
排
水
処
理
施
設
管
路
点

検
委
託
料
92
万
円
計
上

●
議
案
３
件
を
議
決

〈
議
案
第
１
号
〉
平
成
23
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
︵
第
２
号
︶

　

歳
入
歳
出
の
補
正
は
︑
５
億
４
４

０
３
万
２
千
円
を
追
加
し
︑
総
額
を

40
億
６
７
４
４
万
３
千
円
と
な
っ
た
︒

主
な
も
の
は
︑
次
の
と
お
り

・
東
日
本
大
震
災
田
野
畑
村
復
興
計

画
策
定
業
務
委
託
料
５
０
０
万
円

・
被
災
地
街
路
灯
設
置
委
託
料
３
４

６
万
５
千
円

・
災
害
弔
慰
金
及
び
災
害
傷
害
見
舞

金
１
億
６
２
５
０
万
円

・
災
害
援
護
資
金
貸
付
金
９
１
０
０

万
円

・
東
日
本
大
震
災
林
業
復
旧
復
興
業

務
委
託
料
８
０
１
万
円

・
東
日
本
大
震
災
水
産
業
復
旧
復
興

業
務
委
託
料
３
０
０
１
万
円

・
漁
業
復
興
支
援
交
付
金
３
６
０
０

万
円

・
東
日
本
大
震
災
観
光
業
復
旧
復
興

業
務
委
託
料
８
０
１
万
円

・
東
日
本
大
震
災
体
育
施
設
復
旧
復

興
業
務
委
託
料
１
０
０
１
万
円

・
公
共
土
木
施
設
等
災
害
復
旧
測
量

設
計
業
務
委
託
料
７
０
０
０
万
円

・
漁
港
施
設
災
害
復
旧
測
量
調
査
設

計
業
務
委
託
料
及
び
漁
業
集
落
復
旧

復
興
計
画
策
定
業
務
委
託
料
８
９
５

５
万
円

〈
議
案
第
２
号
〉
平
成
23
年
度
簡
易

水
道
特
別
会
計
補
正
予
算︵
第
２
号
︶

　

歳
入
歳
出
の
補
正
は
︑
３
４
３
２

万
７
千
円
を
追
加
し
︑
総
額
を
１
億

１
５
１
８
万
９
千
円
と
な
っ
た
︒
主

な
も
の
は
︑
次
の
と
お
り

・
島
越
及
び
羅
賀
簡
易
水
道
施
設
災

害
復
旧
調
査
設
計
業
務
委
託
料
及
び

田
野
畑
簡
易
水
道
施
設
改
修
測
量
調

査
設
計
業
務
委
託
料
１
５
９
８
万
１

千
円

・
田
野
畑
簡
易
水
道
施
設
改
修
工
事

１
８
３
４
万
６
千
円

〈
議
案
第
３
号
〉
平
成
23
年
度
集
落

排
水
特
別
会
計
補
正
予
算︵
第
２
号
︶

　

歳
入
歳
出
の
補
正
は
︑
４
２
９
６

万
２
千
円
を
追
加
し
︑
総
額
を
１
億

４
５
２
万
４
千
円
と
な
っ
た
︒
主
な

も
の
は
︑
次
の
と
お
り

・
平
井
賀
地
区
︑
島
越
地
区
漁
業
集

落
排
水
処
理
施
設
災
害
復
旧
測
量
調

査
設
計
業
務
委
託
料
３
０
１
０
万
円

・
漁
業
集
落
排
水
処
理
施
設
災
害
復

旧
応
急
仮
工
事
１
０
７
２
万
円

年
間
︑
予
約
運
行
の
試
験
運
行
区
間

と
し
て
運
行
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る

が
︑
こ
の
間
の
利
用
回
数
が
延
べ
５

回
︑
年
間
５
回
と
し
て
利
用
が
少
な

く
︑
限
ら
れ
た
車
両
の
運
行
で
あ
っ

た
の
で
︑
現
在
の
と
こ
ろ
は
考
え
て

い
な
い
状
況
で
あ
る
︒ 

〈
質
問
〉　

大
宮
神
楽
︑
菅
窪
︑
甲
地

鹿
踊
り
な
ど
の
伝
承
に
つ
い
て
︑
新

年
度
︑
特
に
力
を
入
れ
た
取
り
組
み

等
あ
っ
た
ら
示
さ
れ
た
い
︒

〈
教
育
長
〉　

22
年
度
の
取
り
組
み
を

堅
持
し
つ
つ
︑
な
お
新
田
野
畑
村
生

涯
学
習
推
進
計
画
の
い
わ
ゆ
る
文
化

的
事
業
の
充
実
と
い
う
と
こ
ろ
に
位

置
づ
け
ま
し
て
︑
例
え
ば
発
表
の
場

を
設
け
る
と
か
︑
そ
う
い
う
形
で
郷

土
芸
能
並
び
に
創
作
太
鼓
︑
よ
さ
こ

い
ソ
ー
ラ
ン
︑
そ
う
い
っ
た
子
供
た

ち
の
活
動
の
場
を
確
保
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
︑
現
在
計
画
を
練
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
︒

用
者
保
険
に
︑
こ
れ
以
外
は
国
保
に

加
入
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
す
︒
75

歳
以
上
の
運
営
主
体
を
都
道
府
県
単

位
と
す
る
こ
と
︑
平
成
30
年
を
目
標

と
す
る
第
２
段
階
で
は
︑
全
国
一
律

に
全
年
齢
で
の
都
道
府
県
化
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
い
う
国
の
考
え
方
で

す
︒
こ
れ
に
対
し
ま
し
て
全
国
の
知

事
会
が
相
当
反
発
し
て
お
り
︑
現
在

市
町
村
が
実
施
し
て
お
り
ま
す
国
保

会
計
は
︑
一
般
会
計
か
ら
の
３
７
０

０
億
円
ぐ
ら
い
の
繰
入
を
し
て
お
り
︑

都
道
府
県
へ
の
移
行
と
い
う
の
は
︑

渋
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
︒
市
町
村

が
保
険
者
で
い
い
か
議
論
は
当
然
残

る
が
︑
県
が
保
険
者
に
な
る
べ
き
と

考
え
る
︒

〈
質
問
〉　

年
度
間
内
に
お
い
て
も
運

行
ル
ー
ト
の
変
更
は
あ
り
得
る
と
解

釈
す
る
が
村
の
考
え
を
伺
う
︒
昨
年

10
月
以
降
︑
猿
山
地
域
よ
り
岩
泉
町

三
田
市
ま
で
の
ル
ー
ト
が
無
く
な
っ

て
お
り
︑
病
院
に
通
院
で
き
な
く
月

に
数
回
で
も
代
替
え
の
交
通
手
段
を

確
保
で
き
な
い
か
村
の
考
え
を
示
さ

れ
た
い
︒

〈
村
長
〉　

運
行
業
務
委
託
は
︑
平
成

22
年
度
か
ら
３
年
間
の
長
期
継
続
契

約
を
締
結
し
て
お
り
︑
運
行
車
両
台

数
や
運
行
路
線
︑
運
行
回
数
︑
運
行

日
数
な
ど
の
業
務
の
基
本
的
な
事
項

を
取
り
決
め
て
い
る
︒
こ
の
区
間
は

21
年
10
月
か
ら
22
年
９
月
ま
で
の
１

肋
骨
と
し
て
の
作
業
道
が
必
要
に
な

る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
わ
か
る
が
︑

そ
う
い
う
状
況
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
お
知
ら
せ
し
て
お
き
た
い
︒
村
と

し
て
は
︑
現
在
平
波
沢
の
役
場
の
付

近
か
ら
七
滝
ま
で
の
幹
線
の
林
道
を

つ
く
る
こ
と
で
国
に
対
し
て
要
望
し

て
︑
一
応
は
採
択
に
な
っ
て
お
り
︑

予
算
を
獲
得
し
て
今
後
実
施
し
た
い
︒

〈
質
問
〉　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
つ
く
え

は
︑
こ
れ
か
ら
入
居
者
の
募
集
を
行

う
と
思
う
が
︑
寿
生
苑
と
リ
ア
ス
倶

楽
部
の
村
内
︑
村
外
か
ら
の
入
居
者

の
内
訳
を
伺
う
︒
こ
れ
ら
の
３
施
設

が
定
員
に
な
っ
た
場
合
︑
保
険
料
の

個
人
負
担
は
現
在
と
比
べ
て
ど
の
よ

う
に
変
化
す
る
か
︑
ま
た
︑
村
の
負

担
額
の
増
減
も
示
さ
れ
た
い
︒

〈
村
長
〉　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

寿
生
苑
︑
リ
ア
ス
倶
楽
部
の
出
身
別

入
所
者
で
す
が
︑
寿
生
苑
は
村
内
41

名
村
外
９
名
全
部
で
50
名
で
す
︒
リ

ア
ス
倶
楽
部
は
︑
村
内
16
名
︑
村
外

13
名
の
29
名
と
な
っ
て
い
る
︒
保
険

料
等
は
平
成
21
年
か
ら
23
年
度
ま
で

の
今
は
第
４
期
の
介
護
保
険
事
業
計

画
期
間
で
あ
り
︑
期
間
ご
と
に
保
険

料
は
改
定
に
な
る
︒
現
在
第
４
期
の

保
険
料
は
３
６
７
１
円
と
な
っ
て
い

る
︒
こ
れ
は
︑
基
金
を
使
っ
て
の
額

で
あ
り
若
干
低
く
な
っ
て
い
る
︒
な

お
︑
24
年
度
か
ら
第
５
期
に
入
る
の

で
︑
保
険
料
は
変
わ
っ
て
く
る
︒

年
に
国
会
で
過
疎
地
域
自
立
促
進
特

別
措
置
法
が
可
決
さ
れ
︑
10
年
間
の

時
限
立
法
で
あ
る
︒
財
政
的
支
援
︑

あ
る
い
は
過
疎
の
い
ろ
ん
な
問
題
の

解
決
の
た
め
に
ど
う
当
た
っ
て
い
く

か
と
い
う
よ
う
な
内
容
で
︑
時
限
立

法
と
し
て
や
っ
て
き
た
︒
今
回
も
時

限
立
法
と
い
う
こ
と
で
︑
下
閉
伊
北

の
農
用
地
の
農
道
に
過
疎
債
を
充
当
︑

過
疎
地
域
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は

個
別
の
事
業
で
対
応
で
き
る
も
の
で

は
な
く
︑
高
齢
者
福
祉
や
子
育
て
支

援
︑
教
育
︑
産
業
振
興
等
そ
の
中
に

含
ま
れ
て
い
る
︒
新
年
度
予
算
︑
総

じ
て
過
疎
対
策
の
た
め
に
予
算
を
編

成
し
て
い
る
︒

〈
質
問
〉　

林
業
振
興
は
︑
林
道
︑
作

業
道
の
整
備
が
不
可
欠
で
あ
る
︒
木

材
の
搬
出
や
徐
間
伐
な
ど
森
林
管
理

を
す
る
上
で
︑
計
画
的
な
林
道
整
備

を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
今
後
の

計
画
と
見
通
し
を
伺
う
︒

〈
村
長
〉　

森
林
整
備
に
は
ど
う
し
て

も
林
道
︑
作
業
道
は
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
大
事
な
分
野
で
す
︒
国
に

お
い
て
は
︑
私
は
非
常
に
こ
れ
に
対

し
て
異
を
唱
え
て
お
り
︑
平
成
23
年

度
は
林
道
事
業
に
は
国
で
は
予
算
化

し
て
お
り
ま
せ
ん
︒
必
要
で
あ
れ
ば

作
業
道
で
対
応
す
る
こ
と
︒
実
態
を

わ
か
ら
な
い
国
の
施
策
で
︑
い
ろ
ん

な
場
を
通
じ
て
反
対
し
て
い
る
が
︑

基
幹
と
な
る
林
道
が
あ
っ
て
の
枝
線
︑

熊
谷　

隆り
ゅ
う

幸こ

う 

議
員

３月
 村議会だより

〈
質
問
〉　

昭
和
35
年
の
本
村
の
人
口

は
６
５
８
５
人
で
あ
っ
た
が
︑
少
子

高
齢
化
は
着
実
に
進
行
し
て
い
る
︒

新
年
度
事
業
︑
ま
た
は
︑
新
総
合
計

画
の
中
で
ど
う
取
り
組
む
考
え
か
︒

〈
村
長
〉　

過
疎
地
域
の
振
興
は
︑
日

本
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
︒
平
成
12
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復興の空   逆風に立ち向かい

強く たくましく

　

４
月
29
日
︑
田
野
畑
小
に
55
匹

の
こ
い
の
ぼ
り
が
元
気
良
く
泳
ぎ

始
め
ま
し
た
︒
こ
い
の
ぼ
り
は
︑

埼
玉
県
深
谷
市
赤
十
字
奉
仕
団
が

中
心
と
な
っ
て
集
め
て
く
れ
た
も

の
︒
同
市
の
小
中
学
生
や
公
民
館

来
館
者
な
ど
約
６
千
人
の
心
の
こ

も
っ
た
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書
き

込
ん
で
あ
り
ま
す
︒
平
成
16
年
に

発
生
し
た
新
潟
県
中
越
地
震
で
︑

被
災
地
に
こ
い
の
ぼ
り
を
届
け
て

元
気
づ
け
た
経
験
を
生
か
し
︑
本

村
に
も
届
け
て
く
れ
ま
し
た
︒

　
﹁
負
け
な
い
で
﹂﹁
応
援
し
て
い

ま
す
﹂
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書

き
込
ま
れ
た
こ
い
の
ぼ
り
︒
深
谷

市
赤
十
字
奉
仕
団
10
人
と
ミ
ニ
バ

ス
ス
ポ
少﹁
田
野
畑
ラ
イ
オ
ン
ズ
﹂

の
メ
ン
バ
ー
な
ど
が
約
３
時
間
か

け
て
掲
揚
︒
そ
の
他
︑
ア
ズ
ビ
ィ

ホ
ー
ル
周
辺
や
道
の
駅
た
の
は
た

に
も
掲
揚
し
ま
し
た
︒

　

子
ど
も
た
ち
が
逆
境
に
立
ち
向

か
い
︑
健
や
か
に
成
長
し
て
ほ
し

い
と
願
い
が
込
め
ら
れ
た
こ
い
の

ぼ
り
︒
風
を
受
け
︑
力
強
く
泳
ぎ

出
し
ま
し
た
︒

　復興に向かう田野畑村
の子どもたちに見てもら
い、健やかで元気に育っ
てほしいです。深谷の子
どもたちのストレートな
気持ちが込められている
メッセージ。深谷市のみ
んなが田野畑村の皆さん
のことを心配し、復興を
願っています。

深谷市社会福祉協議会

荻原祐輔さん
　　　（おぎわら・ゆうすけ）

メッセージを読みやすいように校舎ベランダにも設置

こいのぼり、ありがとう

埼玉県深谷市から村に100匹の「こいのぼり」が届いた
こいのぼりには６千人の熱い応援メッセージが書き込まれている

向かい風が強ければ強いほど、たくましく泳ぐこいのぼり
子どもたちの健やかな成長を願い、力強く泳ぎ出した

こいのぼりを届けてくれた深谷市赤十字奉仕団と設置作業を手伝ったミニバススポ少「田野畑ライオンズ」の皆さん

低学年も一生懸命にメッセージを書いてくれた

書き込まれた言葉を真剣に読む田野畑小の児童

深谷市内全29校の児童生徒が思いを書き込んだ

赤十字奉仕団10人が来村して掲揚作業に汗
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３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
で
は
、
と
て
も
多
く

の
皆
さ
ん
が
津
波
を
体
験
、
被

災
し
ま
し
た
。
あ
の
日
、
あ
の

時
か
ら
も
う
す
ぐ
３
カ
月
が
過

ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

被
災
地
で
は
、
皆
さ
ん
が
協

力
し
て
が
れ
き
の
撤
去
が
進
め

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
仮
設
住
宅

も
大
部
分
が
完
成
し
、
入
居
が

始
ま
り
ま
し
た
。
復
興
へ
の
小

さ
な
、
で
も
確
か
な
一
歩
が

日
々
踏
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
震
災
は
、
ま
だ
話
し

た
く
な
い
人
、
思
い
出
し
た
く

な
い
人
、
考
え
た
く
な
い
人
も

た
く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
と
同
時
に
、
体
験
し
た
皆

さ
ん
一
人
一
人
に
、
伝
え
た
い

こ
と
や
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
は
田
野
畑
惠
さ
ん
と
平

坂
美
穂
さ
ん
の
２
人
に
、
貴
重

な
体
験
を
伺
い
ま
し
た
。

　

自
然
が
牙
を
む
く
日
は
、
い

つ
や
っ
て
来
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
皆
さ
ん
の
体
験
を
伝
え
て

い
く
こ
と
が
、
多
く
の
命
や
財

産
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と

信
じ
、「
広
報
た
の
は
た
」
は

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
体
験
談

を
伺
っ
て
い
き
ま
す
。

が流れてくるのも見ました。「止
まれー」と叫んでみましたが、何
の効果もありませんでした――。
　ラジオでは「第１波は何メート
ル、第２波はその倍以上」と放送
していました。私が見た津波は、
今が１波目。それが田野畑駅まで
きているから次は駄目だと思い、
「しょうがないから、みんなで手
をつないで死ぬしかない」と言っ
たのを覚えています。でも、私が
見たのはその１回だけ。それ以降
は幸い、上川原に津波は来ません
でした。第１波だと思っていた津
波が第２波だったんでしょうね。
　実は津波が来る前から、夫（嘉
隆さん）の姿が見えませんでした。
近所の高齢者を避難させるために、
避難場所から一度戻ったためです。
何とか夫も近所の高齢者も無事で
したが、あと１分でも避難が遅れ
ていたら、今ごろきっと…。
　津波は「10年後に来ます」とか
「何年間は来ません」と約束せず
に帰っていきました。もう二度と
来てほしくないけど、いつ来ても
おかしくない津波。自分には、体
験者として今回のことを伝えてい
く義務があると思います。被災者
だけど、だからこそできることが
あるはずです。まずは家族に伝え
ていきます。一番近くにいるのは、
やっぱり家族ですから。

　大津波で自宅は流され、１階が
壊滅。２階の水槽に少しだけ残っ
た水の中で２匹の金魚が生きてい
ました。「ど根性金魚」。金魚たち
に負けないよう、大災害に負けな
いよう、後ろを向かず前を向いて
生きていきます――。
　地震が起きたときは、保護司の
研修会に向かう途中でした。仲間
の車で和野付近を走行中に携帯電
話の緊急地震速報。でも揺れはあ
まり感じませんでした。津波警
報が出れば道路が通行止めにな
る、帰らないと夕飯支度もできな
くなる、止められる前に家に帰ろ
うと思いました。津波が来るとは
全く考えてもいません。家に着く
と、物が落ちたり倒れたりしてい
ないので一安心。津波が来るとき
は、とんでもない大きな地震が来
ると思っていましたから。
　とりあえず大津波警報が出てい
たので、防寒着やお茶などを持っ
て、旧羅賀小付近の避難場所に向
かいました。そこに避難していた
のは、近所の人や観光客など15人
くらい。最初は避難場所よりも下
の県道付近にいました。そのうち
「津波が来んぞー」と誰かが叫ぶ
声が聞こえ、避難場所に上がって
津波が来るのを見ていました。水
の量が限りなく膨らんできて自宅
が流され、ブルドーザーやダンプ

体験者として津波を伝えていく義務がある

北山

平坂  美
み

穂
ほ

さん（44）

私たちは　３月11日を忘れない
伝えたい　伝えなければならない

私の津波体験  ②
ていた20人くらいの人も「島越も
そのくらい。ここまでは来ないが
ね」って感じで話していました。
　その場所からは、浜が見えませ
ん。かろうじて家と家の間から、
海の沖の方が見えるくらい。その
すき間から、海が高くなっていく
ようすが見えました。それを見て
いるうちに、真っ黒くて、絵に描
いたようなものすごい波が三鉄の
橋脚をのみ込みました。誰かは分
からないけど、線路を走って逃げ
る姿が４～５人いたと思います。
　「駄目だー、逃げろー」。消防団
員の声が避難している場所に響き
ました。みんなが山に向かって必
死で逃げました。どこをどう昇っ
たのか覚えていません。とにかく
必死で、周りの人のことも考えて
いられませんでした。
　４時ころになり、山を登って避
難することに。足の悪いおばあさ
んは、ラジオと毛布を置いて、そ
の場で救助を待ってもらうことに
しました。２時間くらいで道路に
出て、そこからは車に乗せてもら
い避難所にたどり着きました。
　もしあの時、郵便局前にずっと
いたら…。そう思うと、とても怖
くなります。助かるかどうかは
ちょっとしたこと、紙一重なんだ
と。今はただ、１日でも早く浜に
活気が戻ることを願うばかりです。

　三鉄の線路のはるか上を越えて
くる真っ黒い波。その線路を走っ
て逃げる人たちの姿。津波から２
カ月以上が過ぎた今でも、思い出
して怖くなります――。
　地震発生時は島越郵便局で勤務
中でした。９日にもあったばかり
なので、最初は「あ、また来たか」
という程度に思っていました。で
も、なかなか収まらない揺れ。「こ
れはまずい。外に出るべー」とい
う局長の声で、局長、社員、私の
３人で外に飛び出しました。立っ
ていられないほどではありません
でしたが、周りの建物や車は、も
のすごく揺れていました。
　大津波警報が発令になり、とり
あえず車を島小跡地に移動。そこ
は大丈夫だと言われていたし、自
分でもそう思っていました。その
時点で携帯電話はつながらなかっ
たと思います。その後、何度も何
度も余震が続きました。
　３時ころ、避難が長引くと思い、
トイレを済ませに一度郵便局に戻
りました。その後は、郵便局の前
に職員３人で待機。避難してくる
皆さんの荷物を持ったりして、一
緒に島小跡地に上がりました。ラ
ジオでは「釜石や宮古で車が流さ
れたとか家が浸水している、高
さ３～４メートルの津波」などと
放送していたと思います。避難し

線路を越える黒い波。今でも忘れられない

三鉄の橋脚も津波で無残な姿に。防波堤
を越えた津波は、ものすごい高さとパ
ワーで集落を壊滅させた

羅賀

田野畑  惠
け い

さん（67）

午後３時28分ころ、津波にのみ込まれる
上川原地区。写真左上に田野畑駅のホー
ムが見える（田野畑嘉隆さん撮影）

「Proud! Japan」（プラウドジャパン）は、「大震災の中でも周囲を気遣い、助け合う被災地の人たちや命懸けで救援
活動に励む人たちは日本の誇り。みんなで応援しよう」と復興への願いを込め、静岡県の広報担当者が始めた運動です。
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村の話題

青春のパワーを体育祭で結束
　田野畑中（佐々木幸彦校長、生徒122人）
の体育祭は５月15日、村営野球場で開催さ
れ、紅白両組団に別れた生徒たちが全力で
ぶつかり合いました。開会式で小松山賢

けん

生
徒会長（３年）は「失敗を重ねながら毎日
練習してきました。地域の皆さんに結束し
た姿を見せましょう」とあいさつ。生徒た
ちは綱引きやリレーなど16競技で全校の力
を一つに結束。青春のパワーを爆発させま
した。生徒たちの頑張る姿に、会場からは
温かい声援が送られていました。 １年生も組団優勝のために力いっぱい走り抜けた

公社で大吟醸アイスを新発売
　たのはたアイスクリームに新しい味「大
吟醸アイス」が仲間入りしました。このア
イスは、盛岡市の酒造メーカー「あさ開」
とのコラボ商品。全国新酒鑑評会大吟醸金
賞受賞酒の酒かすを使用しています。村産
業開発公社の畠山恵太総務部長は「さまざ
まな酒かすで試作を重ねて出来上った自信
作。すっきりした香りと味を楽しんでくだ
さい」と話していました。アイスは120㍉
㍑入りで、標準販売価格は250円（税込み）。
村内、県内の産直や商店で販売しています。

　村産業開発公社では、たのはたヨーグル
ト業務用の販売も始めました。2,000㌘入
りの業務用サイズですが、家庭の徳用サイ
ズとしても購入することができます。村
内産生乳を100％使用し、香料や安定剤を
一切使用せずに乳酸菌のみで仕上げまし
た。牛乳本来の味と控えめな甘さ、爽やか
な酸味が特徴。体内の善玉菌を増やして腸
内細菌のバランスを保つ乳酸菌がたっぷり
含まれています。価格は980円（税込み）で、
村内、県内の産直や商店で販売中です。

ヨーグルトの業務用も販売中

「私も大吟醸アイス、大好きです」と村産業開発公社の三浦淳子さん
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角舘  尚（かくだて・たかし）
浜岩泉在住、33歳。

「復興に向けて頑張りま
す。よろしくお願いします」

教
育
委
員
会
事
務
局

平
成
22
年
度

平
成
23
年
度議 会 事 務 局

農 業 委 員 会

監 査 委 員 会

選挙管理委員会

復興に向け組織を再編
復興対策室、
水産復興室を新設

重点施策を着実に推進
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お知らせ
火　災

（４月23日～５月20日）

火 災 の【今月】　１件
発生件数【今年】　１件
無火災の連続記録

（５月20日現在）20日

人口と世帯
５月１日現在 (　) は前月比

 人口　  3,919人（-12）
 　男　  1,927人（- 2）
 　女　  1,992人（-10）
 世帯  1,452世帯（+ 2）

その他のお知らせ

震災関係お知らせ

お知らせ

　村税の納付は、口座振替がお
勧めです。口座振替なら村税を
納めに行く手間が省け、納め忘
れの心配もなく、安心確実です。
◆ 手続き方法…預貯金通帳と通
帳届出印鑑を持ち、下記の金
融機関の窓口で手続きをして
ください。納税義務者と口座
名義人が異なる場合でも口座
振替が可能です

◆ 取り扱い金融機関…①北日本
銀行本店、支店　②岩手銀行
岩泉支店　③新岩手農業協同
組合田野畑支所　④岩手県信
用漁業協同組合連合会田野畑
村支店　⑤ゆうちょ銀行また
は村内の各郵便局

◆ 取り扱い村税…①個人村県民
税（普通徴収）　②固定資産
税　③軽自動車税　④国民健
康保険税

◆ 開始日…金融機関で手続きし
た日の翌月末の納期分から

◆ 問い合わせ先…税務課（☎34-

2112　内線32）

   村税納付に口座振替の利用を

　村は、就学前の乳幼児の医療
費助成事業に加え、小中学生の
自己負担分の医療費も助成して
います。
◆ 対象…小学生、中学生
◆ 助成期間…就学時から15歳に
達した３月31日まで

◆ 所得制限…なし
◆ 対象医療機関…保険医療機関
および保険薬局

◆ 給付方法…医療機関の窓口で
いったん医療費の自己負担分
を支払った後、役場に申請

◆ 申請方法…医療費（一部負担
金）の領収書、健康保険証、
金融機関の口座番号（保険者
名義）、印鑑を持参の上、役
場生活福祉課で所定の用紙に
必要事項を記入して申請

◆ 問い合わせ先…生活環境課
（☎34-2114　内線25）

   小中学生の医療費を助成中

　羅賀・島越地区のＮＨＫ共聴
施設は現在、復旧作業中ですが、
完了時期は未定です。
　総務省では、震災によりテレ
ビを視聴できなくなった人を対
象に、ＢＳデジタル放送を使っ
た「地デジ難視対策衛星放送」
（東京キー局放送の再送信）の
一時利用を始めていますので、
ご利用ください。
◆ 条件…ＢＳアンテナとＢＳデ
ジタル放送対応テレビ、チュ
ーナーを持っている世帯など

◆ 視聴期間…約半年間
◆ 申込手順

【事前に電話で申し込み】
　 ①次のことを伝えてください。
Ｂ－ＣＡＳカード番号※

１、住
所、氏名、電話番号
　 ※１番号は、テレビに差し込ま
れているカード自体に記載さ
れています。また、ＮＨＫの
ＢＳ放送を受信してから、リ
モコンの青ボタンを５秒以上
押し続ければ、テレビ画面に
も表示されます

【電話申し込み後】
　 ①テレビやチューナーで「Ｂ
Ｓ２９１」チャンネルを受信
してください（青または黒色
の画面が表示されますが、５

分程度待てば、通常画面に切
り替わります）
　 ②後日郵送される申込書類に
必要事項を記入の上返送する

◆ 申し込み・問い合わせ先…政
策推進課（☎34-2111 内線63）、
総務省地デジ難視対策衛星
放送受付けセンター（☎0570-

08-2200、☎045-345-0522）

   ＢＳデジタルでのテレビ視聴

　被災地での財布や金庫、カー
ドなどの拾得物のうち、所有者
の判明したものは、随時皆さん
にお返ししています。所有者が
判明できないものは、岩泉警察
署に保管してありますので、心
当たりの人は早めに岩泉警察署
に照会してください。
◆ 問い合わせ先…岩泉警察署
（☎31-0110）

   被災地での拾得物について
　今年７月24日に予定していた
テレビ放送の完全地上デジタル
放送への移行。東日本大震災に
伴い、岩手県は延期されること
になりました。期間は未定です。
延期にはなりましたが、準備が
できる人は、早めの準備を心掛
けてください。
◆ 問い合わせ先…政策推進課
（☎34-2111　内線63）

   完全デジタル化延期します

　震災で住宅、家財、その他の
財産についておおむね２分の１

以上の損害を受けた人は、本人
からの申し出によって国民年金
保険料が全額免除になります。
免除となる対象者や詳細、申請
手続きについては、役場生活環
境課または年金事務所に問い合
わせてください。また、口座振
替を利用している人は、忘れず
に口座振替の停止手続きをして
ください。
◆申請期限…７月29日㈮
◆ 問い合わせ先…生活環境課
（☎34-2114　内線23）、宮古年
金事務所（☎0193-62-1963）

   国民年金保険料の免除

　福祉総合相談センターによる
義肢・補装具の巡回相談を開催
します。相談を希望する人は、
事前に申し込んでください。
◆ 日時…６月24日㈮
　　　　午前10時30分～正午
　　　　（受け付けは11時まで）
◆ 場所…宮古市総合福祉センター
　（宮古市小山田2-9-20）
◆ 申込期限…６月10日㈮　
◆ 申し込み・問い合わせ先…保
健福祉課（☎33-3102）

   義肢などの巡回相談を開催

　宮古児童相談所による巡回児
童相談を開催します。相談を希
望する人は、事前に申し込んで
ください。
◆ 日時…６月23日㈭
　　　　午前10時～午後３時
◆ 場所…保健センター
◆ 申込期限…６月10日㈮　
◆ 申し込み・問い合わせ先…保
健福祉課（☎33-3102）

   巡回児童相談を開催します
　村地域子育て支援センターで
は、イベントで子どもたちと一
緒に遊んだり見守ったりできる
ボランティアを募集します。ボ
ランティアとして登録いただい
た人には、イベント開催時に活
動を依頼します。参加は都合の
良い時で構いません。年齢や資
格も不問ですので、多数の応募
をお待ちしています。
◆ 申込期限…６月30日㈭　
◆ 申し込み・問い合わせ先…村
地域子育てセンター（若桐保
育園内☎37-3577）

   子育てボランティアを募集

　㈶ふるさといわて定住財団で
は、県内就職を希望する学生な
どを対象に、就職面接会を開催
します。
◆ 日時…６月９日㈭
　　　　午後１時～５時
◆ 場所…岩手県営体育館
　　　　　（盛岡市青山2丁目）

◆ 参加企業…県内に就業場所を
有する企業、約70社

◆ 内容…参加企業との個別面談、
就職相談、地域生活情報など

◆ 問い合わせ先…㈶ふるさとい
わて定住財団（☎019-653-8976）

   いわて就職面接会を開催

　皆さんは、人が亡くなると財産や借金が自動的に相続される
ことをご存じでしょうか。
◆相続放棄
　人が亡くなると相続が発生します。相続は手続きをしたとき
ではなく、亡くなったときに自動的に発生します。何の手続き
もしなければ、借金も自動的に相続されます。
　これを防ぐ方法の一つに「相続放棄」という家庭裁判所での
手続きがあります。ただし、相続放棄は死亡したことを知って
から３カ月以内にしなければなりません（若干の例外あり）。
◆ 相続放棄の期間伸長の申し立て
　借金の有無も内容も分からない、財産や借金に関する資料を
震災により失ったなど、さまざまな状況の人がいるはずです。
そのような皆さんが困ることがないように、「相続放棄の期間
伸長の申し立て」をすることができます。
　相続放棄の手続きを３カ月以内にできない場合、この申し立
てをすることで、期間を延ばすことができます。
◆手続き方法
　家庭裁判所の窓口で、３カ月以内に期間伸長の申し立てをし
てください。
◆用意する物
　❶収入印紙（800円１枚、郵便局で購入できます）　❷切手（80

円２枚）　❸戸籍謄本（亡くなった人、申し立てする人、１通）
❹住民票の除票（亡くなった人、１通）
※ 他に書類や切手が必要になる場合もあります
◆ 問い合わせ先
　保健福祉課（☎33-3102）、盛岡家庭裁判所宮古支部（☎0193-

62-2925）、岩手弁護士会（☎0120-755-745）、はまなす法律事務所（☎
0193-71-1477）、宮古ひまわり基金法律事務所（☎0193-71-1217）、
法テラス宮古法律事務所（☎050-3383-0518）

「相続放棄」手続き、死亡したことを知ってから３カ月以内
ただし、期限内に申し立てると手続き期間の延長ができます
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おめでた　　 おくやみ

　問題の答えをはがきに書いて、
役場政策推進課 (６月20日まで)

にお送りください。正解者の中
から抽選で５名様にプレゼント
が当たります。

Ｑ １　５月16日、田野畑中の旧テ
ニスコートに開園したのは？

　　Ａ）わかぎり保育園
　　Ｂ）たのはた児童館

Ｑ ２　４月29日、友好都市の埼玉
県深谷市から届き、田野畑小に
掲揚したのは？

　　Ａ）こいのぼり
　　Ｂ）復興応援横断幕

Q ３　村産業開発公社が新発売
した商品。業務用ヨーグルトと
もう一つは？

　　Ａ）大吟醸アイス
　　Ｂ）純米酒アイス

■前号（３月号）の正解
　Ｑ１→Ｂ、Ｑ２→Ｂ、Ｑ３→Ａ
■当選者（敬称略）
　 山崎喜平（北山）、熊谷正初（猿

山）、中村チト（甲地）、奥地
正太郎（甲地）、熊谷タマ（花
巻市）

※ ５月号は広報クイズをお休みさ
せていただきました（４月号は未
発行）。これからも皆さんからの
応募、お待ちしています。

※ この欄に掲載してほしくない人は、届け出
のとき、戸籍係の窓口に申し出てください

「田野畑むらづくり基金」への寄付状況
（５月20日現在）1574万7,449円

303件（村内82件、県内105件、県外116件）

「田野畑むらづくり基金」の申し込み・問い合わせは、村ホームページ
をご覧いただくか、総務課（☎34-2111   内線15）までご連絡ください。

役立ちカレンダー　　　　　　 　   期間：６月14日㈫～30日㈭

月　日 行　事 場　所 時間 問い合わせ先

６月
14日 ㈫ エンジョイママ

「手づくりＥＭ石けん教室」 若桐保育園 9:00 ～
11:30

村地域子育て支援セン
ター（☎37-3577）

15日 ㈬ 幼児健診 健診センター 13:00 ～
15:30 保健福祉課

23日 ㈭ 巡回児童相談 保健センター 10:00 ～
15:00 保健福祉課

24日 ㈮ ベビーマッサージ 若桐保育園 9:45 ～
11:30

村地域子育て支援セン
ター（☎37-3577）

30日 ㈭ 介護保険料１期納期限 生活環境課
　（内線22）

役場☎ 34-2111 ／教育委員会☎ 34-2226 ／診療所☎ 33-3101 ／保健福祉課☎ 33-3102

〔平成23年４月届け出分〕
（一部敬称略）

●生まれた赤ちゃん
　三浦　遥（はる）くん

直矢・五月　島　越

　早野　春惺（はるせ）くん
真・綾乃　羅　賀

　上机　尊（たける）くん
康夫・智恵美　　机　

■ご冥
め い

福
ふ く

をお祈りいたします
　中　村　　直 （29）　菅　窪
　佐々木　ミナ子（75）　島　越
　中　村　真　司（29）　島　越
　坂　本　育　夫（77）　七　滝
　工　藤　留美子（53）　島　越

行政区 氏　　名
北　山 佐々木　仁　志

机 上　村　繁　幸
池　名 工　藤　正　弘
明　戸 道　合　勇　一
羅　賀 大　澤　東二郎
田野畑 佐　藤　正　明
西和野 畠　山　勝　美
和　野 三　上　修　一
菅　窪 畠　山　　守　
七　滝 佐々木　預　助
猿　山 熊　谷　康　記
大　芦 佐々木　忠　男
真木沢 畠　山　　進　
切　牛 穂　高　育　雄
浜岩泉 熊　谷　　章　
島　越 下　村　博　光
板　橋 熊　谷　常　男
尾肝要 向川原　　嚴　
巣　合 佐々木　菊三郎
萩　牛 田　中　盛　茂
田　代 相　模　善　光
沼　袋 奥　地　宮　志
甲　地 佐々木　隆　雄
千　丈 畠　山　静　雄

※太字は昨年度と変更になった人

平成23年度の

行政区長が決まりました

わが家の
アイドル 134

熊谷　二
に

胡
こ

ちゃん（１歳４カ月）
父・宗矩さん、母・美穂子さん＝田代＝

お母さんからのひとこと

　外遊びが大好き。学校からお兄ちゃ
んたちが帰ってくると、うれしそうに
一緒に遊んでいます。元気が一番だけ
ど、女の子らしく育ってほしいです。

行政相談員に

佐々木弘見さんが再任

　村の行政相談員に、佐々木弘
ひろ

見
み

さ
ん（73）＝菅窪＝が再任されました。
任期は平成25年３月31日までです。
　行政相談員は、役所などが行う仕
事について、意見や苦情などを受け
付け、助言をしたり関係機関に通知
したりして、皆さんの声を行政運営
の改善に役立てる仕事をしています。
　これらに関することについて聞い
てみたいこと、困っていること、要
望したいことなどがありましたら、
気軽に相談してください。相談は無
料で、秘密は堅く守られます。

（☎34-2312）

はまなす号巡回カレンダー  期間：６月８日㈬～24日㈮
◆はまぎくコース（机・北山方面）

月　日 場　　所 時　間

６月８日  ㈬
北山地区総合センター 11:30 ～ 11:50
拓心館 12:00 ～ 12:20

22日  ㈬
北山地区総合センター 11:30 ～ 11:50
拓心館 12:00 ～ 12:20

◆たんぽぽコース（浜岩泉方面）
月　日 場　　所 時　間

６月10日  ㈮
望洋館 9:40 ～ 10:00
佐藤進氏宅付近 10:10 ～ 10:30

24日  ㈮
望洋館 9:40 ～ 10:00
佐藤進氏宅付近 10:10 ～ 10:30

◆おきなぐさコース（沼袋・甲地方面）
月　日 場　　所 時　間

６月10日  ㈮
産直プラザ尾肝要 11:00 ～ 11:20
農村環境改善センター 11:30 ～ 11:50
甲地公民館 12:00 ～ 12:30

24日  ㈮
産直プラザ尾肝要 11:00 ～ 11:20
農村環境改善センター 11:30 ～ 11:50
甲地公民館 12:00 ～ 12:30

◆問い合わせ先…教育委員会（☎ 34-2226）

５年生が田植え体験
　田野畑小の５年生33人が５
月23日、田野畑地区の水田で
田植え体験。泥に足を取られて
苦戦しながらも、笑顔を見せて
作業をしていました。平坂瞳子
さんは「田植えは初めて。少し
だけ難しかったです。収穫した
ら、自分でおにぎりにして食べ
たいです」と話していました。



■
発

行
　

田
野

畑
村

　
　

■
編

集
　

政
策

推
進

課
〒

0
2
8
-
8
4
0
7　

岩
手

県
下

閉
伊

郡
田

野
畑

村
田

野
畑

1
4
3
-
1

TEL  0
1
9
4
-
3
4
-
2
1
1
1　

FAX  0
1
9
4
-
3
4
-
2
6
3
2

U
RL  http://w

w
w

.vill.tanohata.iw
ate.jp/

■
印

刷
　

川
口

印
刷

工
業

㈱
広

報
た

の
は

た
平

成
23年

６
月

１
日

№
531

20がんばろう！日本　　がんばろう！東北　　がんばろう！岩手　　がんばろう！田野畑

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
、
も
う
す

ぐ
３
カ
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
中
、
５
月
は
中
学

校
体
育
祭
や
小
学
校
運
動
会
が
開

催
さ
れ
、
た
の
は
た
児
童
館
が
開

館
。
子
ど
も
た
ち
の
明
る
い
声
が

響
き
、
元
気
な
姿
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
津
波
で

大
き
な
被
害
を
受
け
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
も
、
１
日
で
も
早
い

復
興
を
目
指
し
一
歩
ず
つ
前
に
進

ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
▼
広
報
た
の

は
た
は
、
津
波
を
記
憶
だ
け
で
な

く
記
録
に
も
残
す
た
め
、
皆
さ
ん

の
津
波
体
験
談
を
こ
れ
か
ら
も
引

き
続
き
伺
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
取
材
へ
の
協
力
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
津
波
の

写
真
や
動
画
を
撮
影
し
て
い
て
、

広
報
に
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
人

が
い
ま
し
た
ら
、
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
体
験
談
、
写

真
、
動
画
は
貴
重
な
財
産
。
そ
の

記
憶
と
記
録
は
、
い
つ
ま
た
起
こ

る
か
分
か
ら
な
い
災
害
の
と
き

に
、
多
く
の
命
や
財
産
を
守
る
こ

と
に
つ
な
が
る
は
ず
で
す
▼
「
が

ん
ば
っ
て
ま
す
」
と
「
文
芸
」
の

コ
ー
ナ
ー
は
、
し
ば
ら
く
の
間
お

休
み
し
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（
政
策
推
進
課　

佐
々
木
和
也
）

５月16日、仮設住宅への入居始まる
６月末には全棟が完成予定

　

４
月
８
日
か
ら
建
築
を
進
め
て

き
た
岩
泉
高
校
田
野
畑
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
仮
設
住
宅
が
完
成
し
︑
５

月
16
日
か
ら
入
居
が
始
ま
り
ま
し

た
︒
入
居
し
た
の
は
︑
主
に
羅
賀

地
区
の
50
世
帯
１
３
１
人
︒
仮
設

住
宅
の
鍵
を
受
け
取
っ
た
皆
さ
ん

は
︑
早
速
荷
物
を
運
び
入
れ
て
い

ま
し
た
︒

　

５
月
26
日
に
は
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
94
棟
も
完
成
︒
28
日
に
は

島
越
地
区
の
72
世
帯
２
１
２
人
の

入
居
が
開
始
︒
ア
ズ
ビ
ィ
避
難
所

で
は
︑
車
に
荷
物
を
積
み
込
み
避

難
所
を
退
所
す
る
姿
が
多
く
見
ら

れ
ま
し
た
︒

　

現
在
ア
ズ
ビ
ィ
施
設
に
建
設
中

の
42
棟
は
︑
６
月
末
の
完
成
を
目

指
し
て
急
ピ
ッ
チ
で
作
業
を
進
め

て
い
ま
す
︒

６月末の完成目指し、急ピッチで建設が進むアズビィ施設の仮設住宅

明日への
確かな一歩

【１】


